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学
習
目
標

　学習計画

ア イ ウ

○ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ② ③ ④

⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ② ③ ④

⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ② ③ ④

⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

第３章　平和条約と独立の
　　　　回復

５　占領期の文化 占領期の文化について理解してい
る。

朝鮮戦争が日本と世界に与えた影響
を理解している。

サンフランシスコ平和条約、日米安
全保障条約締結の経緯について理解
し、探究、発表ができる。

５　生活の混乱と大衆運動
　　の高揚

３　民主化政策

４　政党政治の復活

１　冷戦体制の形成と東
　　アジア

４　講和と安保条約

地理歴史科『現代史』シラバス

学習内容 評価規準

ウ

知識・技能

思考・判断・表現

評　価　の　観　点　の　趣　旨

主体的に学習に取
り組む態度

評価の観点
章

オリエンテーション

第１章　日本の占領政策と
　　　　諸改革

１　戦後世界秩序の形成

２　初期占領政策

第２章　日本国憲法の制定

前
期
中
間

２　占領政策の転換

前
期
期
末

　歴史事象を多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野
に入れて構想したりすることができる。また、考察を発表、議論することができる。

　歴史事象についてよりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態
度がみられる。また、日本や他国とそれぞれの文化を尊重する姿勢がみられる。

ア

イ

③

国連設立過程、米ソ二極構造につい
て理解している。

ＧＨＱによる間接統治、東京裁判に
ついて理解している。

戦後改革について理解している。ま
た、戦後改革について探究、発表が
できる。

政党政治の復活や戦後初の選挙につ
いて理解している。

戦後の国民生活の様子について理解
している。

日本国憲法成立過程について理解し
ている。また、日本国憲法成立過程
について探究、発表ができる。

日本国憲法の要旨について理解して
いる。

冷戦体制の形成について理解してい
る。

占領政策転換の経緯について理解し
ている。

３　朝鮮戦争

１　日本国憲法成立過程

２　日本憲法の要旨

○ ○ ○ ○

④

一斉

学
期

なし
教科書

（出版社）
副教材等

（出版社）
自作資料

単位数 2 授業形態学年

学
習
方
法

○日本の占領政策と諸改革、日本国憲法の成立、平和条約と独立の回復、戦後の経済復興、アジア諸国との関
係、高度経済成長、社会・経済・情報の国際化などを基に、日本と世界各国の政治や社会の枠組み、国民生活
がどのように変容していったか理解を深め、歴史的考察力を身に付ける。

○自分にとって効果的な知識の定着方法や勉強方法を確立するために書く、話す、調べる、資料を作る、発表
する、反復するなど、多くの方法に挑戦する。

○授業ごとの問いに対する考えをまとめることにより、歴史的考察力を身に付ける。

○ワークシートで単元の振り返りを行い、自分の考えの整理や確認を行う。

3

学
　
習
　
評
　
価

評価の観点
　現代史を総合的に捉えて理解している。また、資料から情報を適切かつ効果的に調
べ、まとめる技能を身に付けている。

⑤

課題の取組・作成物 発表 提出物の内容 授業の取組

ア

評価 方法 

イ

ウ

①

考査

○

○

　　評価方法

観点

○

②

○ ○ ○

○ ○



ア イ ウ

○ ○ ○ ① ② ③ ④

⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ② ③ ④

⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ④ ⑤

○ ○ ○ ① ② ③ ④

⑤

第６章　冷戦の終結と
　　　　日本社会の変容

３　平成不況

高度経済成長がもたらした負の側面
について理解している。

評価規準 評価 方法 

後
期
中
間

後
期
期
末

朝鮮戦争が日本にもたらした影響と
経済復興について理解している。

３　経済大国の実現

第７章　現代の諸課題

平成不況下の日本がどのような状況
か理解している。

現代の様々な課題について探究を深
め、発表できる。

１　ドル危機と石油危機 ドル危機と石油危機が日本にどのよ
うな影響をもたらしたか理解してい
る。

２　高度経済成長の終焉 高度経済成長が終焉にいたった経緯
について理解している。

経済大国となった日本の国内外の状
況を理解し、探究、発表できる。

バブル経済が国民にどのような影響
を与えたか理解している。

２　朝鮮特需と経済復興

高度経済成長の経緯について理解し
ている。

３　高度経済成長

大衆社会に移行していった経緯につ
いて理解している。

２　５５年体制の崩壊

１　地域紛争 冷戦後の地域紛争について理解して
いる。

どのように５５年体制が崩壊したか
理解している。

５　高度経済成長のひずみ

第４章　戦後の経済復興と
　　　　高度経済成長

１　冷戦構造と５５年体制 冷戦の成り立ちと５５年体制につい
て理解し、探究、発表ができる。

４　大衆社会の誕生

第５章　経済大国日本

４　バブル経済と市民生活

学
期

章 学習内容
評価の観点


